
                            
 

                                                                  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月の主な魚種 

甘エビ 

シマエビ ◎ 

ガスエビ ◎ 

赤カレイ 

ササカレイ 

ハチメ 

メギス ◎ 

ミズウオ ◎ 

ハタハタ 

いよいよ，９月１日（金）より  

底引き漁が解禁となります。店頭に

は ２日（土）から商品が並びます。 

●底引き網漁 

解禁で魚種も増えてきます。甘エビ、

ガスエビ、シマエビといったエビ

類、毛ガニ、カレイ類、メギス、

ミズウオなど（写真は左上から時

計回りにアマエビ、ガスエビ、ミ

ズウオ、メギス） 

●養殖ブリ、カンパチ 

現地〆の価格が強含み。他の商品の価

格変動の情報は今のところありませ

ん。魚体は 3 キロが中心サイズで依然

として小ぶりとなっています。 

 はごろもフーズが天然ブリを原料にした「シーチキン」を開発、販売しま

した。通常、ビンナガ、キワダマグロ、カツオを原料として使用しています

が、近年の漁獲量の減少や世界的な需要の高まりなどで調達が難しくなって

おり、魚価が安定している天然ブリに着目したそうです。商品名は「シーチ

キン Every（エブリ）」。オイル漬けとオイル不使用の２種類。 価格は１缶

２３５円（税抜き）で通常商品よりも高い売価設定となっています。多少の

魚価変動でも安定供給可能な商品と説明しています。 

 

●商品価格等は各担当者にお問い合わせください。 

 イクラ在庫にダブつき感があり。9 月に始まる北海道秋サケ漁を前に国産

イクラは推定 1000 トンもの繰越在庫があるそうです。価格の下方修正抜き

には在庫調整は困難との見方。昨年の秋サケ水揚量は前年比 6 割増で過去 3

年間の不漁期を脱しています。一方、国内では高騰が続いた影響でロシア、

米国産に流通がシフト。当初の不漁を想定した高値予想から一転して下方修

正するも価格調整は遅れています。さらなる値下げの可能性もありとの事。 

 

 

 

 

 


